
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和５年度第２回滋賀県がん診療連携協議会 緩和ケア推進部会 

開 催 日 時 令和５年11月30日（木）18時00分～19時20分 

開 催 方 法 ZoomによるWEB開催 

出 席 者 【部会員】 

滋賀県立総合病院         花木 宏治 

滋賀医科大学医学部附属病院    醍醐 弥太郎 

滋賀医科大学医学部附属病院    西川 誠人 

滋賀県立総合病院         辻森 弘容 

滋賀県立総合病院         冨永 千鶴 

公立甲賀病院           岡垣 哲弥 

公立甲賀病院           中田 雅子 

市立長浜病院           宮崎 恵子 

市立大津市民病院         津田 真 

市立大津市民病院         杉江 礼子 

済生会滋賀県病院         権 哲 

長浜赤十字病院          中村 一郎 

ヴォーリズ記念病院        奥野 貴史 

ヴォーリズ記念病院        谷川 弘子 

滋賀県歯科医師会         小林 加枝 

滋賀県薬剤師会          丹波 卯子 

滋賀県看護協会          今江 照美 

滋賀県歯科衛生士会        溝井 敬子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   八木 政廣 

滋賀県がん患者団体連絡協議会   奥井 さよ子 

滋賀県健康医療福祉部       田村 奈那子 

滋賀県立総合病院         野間 幸夫 

 

【事務局】 

滋賀県立総合病院         田井 佑樹 

 

 

 

欠 席 者 彦根市立病院           黒丸 尊治 

彦根市立病院           秋宗 美紀 

大津赤十字病院          三宅 直樹 

大津赤十字病院          山本 茂子 

市立長浜病院           田久保 康隆 

高島市民病院           髙橋 有和 

高島市民病院           天野 明美 

淡海医療センター         堀 泰祐 

近江八幡市立総合医療センター   赤松 尚明 

東近江総合医療センター      坂野 祐司 

岩本整形外科           岩本 貴志 

滋賀県医師会           堀出 直樹 

 

 

（※敬称略） 



 

議 事 概 要 【審議・報告事項】  

１．緩和ケア推進部会の実施状況 中間評価 

 各部会事業は年間計画通りに実施出来ている。また、その打合せ等においても、コロ

ナ禍前のように全てを対面で行うことなく、WEB会議を適宜活用しながら効率的に進め

ていくことが出来ている。中間評価についてはA評価として判定。 

 PDCAチェックリストについては、緩和ケア研修会の実施を実行目標としている。今年

度は現地集合研修方式にて開催、院外受講者の受入可否については各施設判断としてい

る。研修会は全て計画通りに実施出来ている。 

 

２．滋賀県緩和ケア研修会 実施報告 

 年間９回開催を予定しており、現時点７回開催済みとなり、158名が受講。今回の部会

では第２回～第４回開催の実施報告を行う。 

 

＜第２回：大津赤十字病院＞ 

６月24日（土）開催。参加者32名（医師・歯科医師24名、医師以外８名）。今年度は院

内職員のみの募集としたが、来年度は院外参加も募集する方向で検討中。 

 

＜第３回：滋賀県立総合病院＞ 

 ７月23日（日）開催。参加者14名（医師・歯科医師12名、医師以外２名）。院外からも

参加。院内職員の受講が進み、受講者の平均年齢が下がってきている。研修資料として

ホームページ公開中の「がん疼痛コントロールポケットマニュアル」を配布している。 

 

＜第４回：市立大津市民病院＞ 

 ９月23日（土）開催。参加者20名（医師・歯科医師18名、医師以外２名）。 

 

 

３．ELNEC-J研修会 実施報告 

 「滋賀県内で従事する看護師の緩和ケアの質を向上する」を目的に、10月28日（土）、

11月４日（土）の２日間開催。ハイブリッド方式にて県内７施設に集合、グループワー

クは各施設、講義はWEB会議にて開催。受講者は18施設から45名が受講。拠点病院で開催

し圏域の施設が拠点病院に集合することで、圏域の交流を深める意図としての設定。今

まで指導者不在や開催経験がない施設~の見学もあり、来年度の開催計画につなげる予

定。 

 

 

４．世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座 実施報告 

11月18日（土）に長浜市・湖北文化ホールにて開催。今年度は一般県民の方よりも医

療関係者の来場割合が高かった。講師は神奈川県・めぐみ在宅クリニックより小澤竹俊

氏を招き、来場者アンケートにおいても好評であった。 

 次年度に向けては、北部地域での開催となる場合は外出しやすい時期にする等、開催

時期も含めて検討していきたい。 

 

 

５．緩和ケアチーム研修会 開催告知 

 開催日時が決定し、令和６年３月９日13時～17時とする。「各医療圏で拠点病院が地域

医療関係者と連携して緩和ケアを推進するための課題を抽出する」「解決のための企画

が立てられる」を目標とし、『地域連携強化のために緩和ケアチームができる事を企画・

立案する』をテーマとして開催予定。プログラム内容、事前課題内容は現在検討中であ

り、決定次第通知予定。 

 

 



 

６．緩和ケア情報共有について  

 ネット上で緩和ケア病棟の情報共有を行っている。病棟長、師長間でネット上にて共

有しており、病棟運営の参考として頂いている。 

 紹介主治医用の「緩和ケア病棟登録用確認書」を公立甲賀病院・滋賀県立総合病院で

共通化し使用開始している。 

『 滋賀県立総合病院HP → 医療関係者の方へ → 患者さんのご紹介について 』 

に掲載しているので利用いただきたい。 

 「緩和ケア研修会の実施状況」についてもネット上で共有しており、閲覧は施設代表者

等に限られるが、適宜確認いただきたい。 

今後は「難治性がん疼痛に対する神経ブロックの地域連携体制」情報のまとめ、共有

化も進めていきたい。 

 

 

７．県・健康寿命推進課より情報共有  

 令和５年度滋賀県医療機能調査 診療所結果について情報共有。 

「往診の実施状況（圏域別）」「往診で対応可能な疾患・医療機器」「往診で対応可能な緩

和ケア」「在宅での看取り状況」「死亡場所・在宅医療に関する医療機関数」。 

 

 

８．滋賀県がん患者団体連絡協議会からの依頼事項 

・開業医が緩和ケア研修を受講し、がん患者の痛みに対して適切な処置ができることを

望む。 

・がん患者専用に診てくれる開業医が県全体に空白地域無い様に望む。緩和ケア（専門

的なものではなく、一般的・基本的な緩和ケア）が充実して欲しい。 

・緩和ケア研修を受講した開業医の情報を分かりやすくまとめ、提供して欲しい。 

・医療者側から患者のアセスメントする機会を増やして欲しい。がん患者は常に病と闘

っており、自ら「助けて」と言えない人も多い。 

 

 

９．その他 

 2024年9月28日（土）に日本緩和医療学会関西支部学術大会が滋賀県（於、ピアザ淡海）

で開催される。滋賀県内の緩和医療関係者によるオール滋賀での開催を予定している。 

 

以上 

そ の 他 特になし 

以上のとおり報告します。                         令和 ５年 11月 30日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

   緩和ケア推進部会 部会長 花木 宏治 


